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§1. はじめに 

 古地震史料の研究は百年にわたる蓄積を有する分

野であり，これまでに多数の史料が翻刻されてきた．

近年はこれらの翻刻データを Web 上で公開する動き

も進んでいる．しかしながら，既存の翻刻テキストの多

くはプレーンテキスト形式で提供されており，情報の

検索や加工に関して難がある． 

 例えば，史料中に現れる日時や場所に関する情報

をピックアップするためには，人間が翻刻テキストの

全文に目を通さなければならない．古文書の読解に

不慣れな研究者にとって，この作業は大きな負荷とな

る．地震史料からの効率的な情報抽出を可能にする

ためには，翻刻テキストが何らかの機械処理可能なフ

ォーマットで記述されていることが望ましい． 

 

§2. Text Encoding Initiative（TEI） 

 本研究の目的は，人文学テキストの電子化フォーマ

ットである Text Encoding Initiative（TEI）ガイドライン［1］

にもとづいて，古地震史料の翻刻テキストを機械可読

な形式で記述する手法を開発することである．TEI は，

1980年代から欧州のアーキビストを中心に策定され，

デジタル人文学（digital humanities）分野では人文学

のテキストを電子化する際の国際標準フォーマットと

して流通している． 

 TEI の特徴は，対象文書を汎用マークアップ言語の

XML (eXtensible Markup Language) で記述すること

にある．TEI ガイドラインには，日時や場所など，テキ

スト中の特定要素をマークアップするための数百種

類の XML タグや属性（attribute）が定義されており，

これらを利用することで，翻刻テキストを構造化して記

述することが可能になる． 

 

§3. 『信越震漲録』翻刻テキストの TEI 化 

 発表者らは，TEI の試験的な地震史料への適用とし

て， 『信越震漲録』の翻刻テキストを TEI 化する作業

を実施している． 『信越震漲録』は，弘化4年（1847）

に発生した善光寺地震の記録文書である．内容は信

濃及び越後の藩，代官所から幕府側に送られた届書

が大部分を占めている．発表者らが所属する京都大

学古地震研究会では，『信越震漲録』を含む善光寺

地震に関わる数点の史料を翻刻してきた ［2］． 

 図１は，TEI ガイドラインにしたがって記述した同史

料の一節である．本研究では，TEI が提供する次のよ

うなタグを利用して翻刻テキストをマークアップした： 

 <div>: 届書全体 

 <date>: 日時に関する記述 

 <seg>: 地震被害に関する記述 

 <placeName>: 場所名 

さらに，具体的な日時情報や地震の被害種類をXML

タグの属性に記述している． 

 
図 1 TEI を用いて記述した『信越震漲録』の一節 

 このように翻刻テキストをフォーマットしておくことで，

史料から機械的に情報を抽出することが可能になる．

例えば，火災被害に関する記述を一括取得するよう

なプログラムは，Ruby や Python などのプログラミング

言語を利用すれば数行で記述可能である．さらに，

取得した情報を場所情報や時間情報とリンクさせるこ

とにより，様々な分析が可能になる． 

 

§4. まとめと今後の展望 

 本稿では，TEI を利用して地震史料をマークアップ

する手法を紹介した．発表者らは，TEI で記述した地

震史料から，被害マップや時系列表を自動生成する

ためのプログラムを開発している． 
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